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さらに両辺の z̃ 微分をとることによって
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となるので，(6.95) の z̃ 成分に ∇̃2 を演算した
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に (6.99) を代入して T ′ と w′ だけの式(
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を得る．この (6.101) に
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]
を演算した後に，(6.96) を代入し

て T ′ も消去することにより，w′ のみの方程式(
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を得る．

次に，境界条件 (6.97) も w′ で表しておこう．x̃, ỹ 方向に広がる境界上では

どこでも ∂u′/∂z̃ = ∂v′/∂z̃ = 0 を満たすので，境界では
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となる．ところが，連続の方程式 (6.94) を z̃ で微分すると
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の境界条件を得る．さらに，境界面上ではどこでもいつでも T ′ = w′ =

∂2w′/∂z̃2 = 0 を満たすから，(6.101) の各項のうち(
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